
























ーその限界と管理 jをテーマに、 D. F. Batten教授(スウェーデンのウメオ大学)、 D. Henckel博士
(ドイツ都市問題研究所)、 G. Burgel教授(パリ大学)、 羅福全博士(国連大学プログラム参事官)および
石田頼房教授(都市研究センター教授・所長)の各氏の参加を得て、興味深い講演と熱心な討議が行われたo
J 特集は、この時の講演の原稿をとりまとめたものであり、東京をはじめとする大都市の将来を考える上で、こ
れらの論文は多くの示唆をあたえてくれるといってよいであろう。
なお、投稿論文としては萩原清子氏の「地域的公共財と資産価値に関する考察jを掲載した。
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